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事場融温
海2塁皇陛竺型空l

変更学 f入車時料

..t薄商革 実奈良主主協会合燃 j妙 I1
芸能的工芸菌室霊祭 熱111γ2古f.¥;

惨連結先 衣孫子Gろ5と!むをそ守る会

Ei蔭n82721'12三妥当時総 1077(授〉

堅鳴糊操fF護審会i
繍州議でi菖広く納閣

さんに宅建撃事後ライブラリ じり機材

紙約者湾当問 主主手号してい主主主ぎくI三

副与、'，6ミリ映写機長護符綴絞殺を鵜

長室G殺害o

..8善寺 3月約ω 午露j9a害30
分主主ら午後4善寺
砂場所之/(滋藷懇4;窓会議室

b人民汚名く先蓄f吾〕

炉応募・関いさきおさ

〈定員になりま毛主義務ぬ絞り

宮&..;--'115'1

軍関説扇交同
..日時 ヨう午前10鱈か

ら11騎3日

炉型器草野 間際会主宮六 九

妙入務総 非託料

努塁塁いおわせ はよ〉言壁際手議運安建設立

|関刊プ諸問川
l 噛鴎出掛
扇面百ごヲ二1
経事実議議子および県c)湾必至三…

タ ぬF話会接持導者を募集し法改。

砂入葬還 さきさく応事専各叡じっ機会

l北線通安〉

験炉;Etde位寧 省主主主:窓際議義守詩災寄与の

{泰裕主導藍本物価iこついとの懇莞壱

書受翠苓の}聖紛*税務災へとろ三j湾総

省砂注意事廃 *f千日産総書として主義

古賀院にそ三ータ…土事在遂行でさき

る万*

おまうIJ¥学生てイ露室長ヨい

7ラ殺事警察しま弓。

併談豪華8喜寺 盟主主問機、午後2

E寺えTら41湾

炉場所 手足孫子縁ご三社、学問主奇画官

'申し込み 繍義援E三!こ会壌にて安委

:)1引 H 安守。

..塁塁いおわt立 高話E!ln84-Bs2C喜袋

三主主友信議選臼の午後8&寺かそうね

[日本棋隣嘉手械支部|
@第4聞協華喜入門襲警鐙主主

*BG寺 ヰ悶から1定義護主吾還、議

室主総ぷ守後マ旺寺、土議室経16-午後
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*1綴孫 子手手口ホ }[， 

政重量要費 問21立お湾総書安材養費

務総富市 t:::J~事明主主総数総務長議 大

要量豊曜だめし大会

*8善寺 3~弓ヨ午前91沼会

ラ}

本場孫 子宇多とIJtc-)l-

*会費 一号室滋係子号、金銭

..唱し込み・問い合わせ

滋司10図結で!こ大寺戸器83-2'W3

z 
員頑語融福浪記)
毒事襲翼線入門講座生
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午後1きさから

*哲華街 活号立製民統主義先立毒事務総2f皆

*会賓待2災波紋労賃
@支部設主主犯露在大会

ネ8Gを ごヨ悶15Eヨ(e:])午ぷi1u善寺
本塁襲F持 活丹Jt駅前蒙京事務総祭実

家内察隊i笠"，8戦総‘戦
iごみるト ω ナメン入量説

*毒事館聖堂 2000f1; 

惨申し込み・聖書い主主主)tさ 議座Ict

ヨ15臼まで、 ちと建設大会ct3月s
Eヨぎで仁井県週間lJ3弓ユ宮
91250io.護じ絞り:Xc語締め切っ〉

函 詩画幅i
砂凶毛筆 ヰ尽力う91'ヨ務で

炉対象‘ 圭容で半年間都続

炉内壁撃 を設定賓の初主告から

砂空襲F鞍 FヨE員220(内(安芸議事主代〉

惨申し込み・劉い合わ牧 3照i5
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床面昔、 言言言主語雪、
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自筏子7802

語表皮〉録数字主主義、 El'!霊能、 上初ωi議書号
炉臼跨 自選湾建室主三三千障さ10惨事

障診療所 湖北鈴子務総令ンタ

易会費問15的問

診串しJd;t・問い合わせ 言童三きてー

三ぎ官06-0475~主!議官84-7972
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..E五時 斗母4Eヨガモ務災多発1

二七緩包午後1&寺30クら4善寺30分

診察窃 fむ淡主主直撃雲院4.5会議案

惨連絡究 者懇将位822672 
対?話器8406e8 

麟-言書盟諸暗転獅盤磁措置書官事現盟冨;;蝿鞠彊醤醐

!J¥総合;決塵H己。

惨をヨ華寺 3尽24Eヨ〈火〉午後2&寺

砂入場料 3(民事

炉E主音篠慾

炉出演 芸室長号線三子、鈴ひろみ{自

少上限時間 三日持鈎分

直亙:手洋ラン会|
言語践をいます。

です。

惨を3総本審体み笹

のアヨ侵'-F唱さまき議事務分丈)'~::i 'l '1 

涛A白分まで 本主幹8.4尽力ら3主
主1'3再定での溺之総(ドミ・7J<霊童ED
乙む午ノ金4障害から6H寺30会

参診b入妻畏霊 司案ド緩体み.新;J

5壬年E竺2忍雪2お号空筏5、来五中学今年〔掠学〉、

*平日新4
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a'之さ「ポ)税問，Cむ分むよ号、
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輔著書輔軸
歪唖極支亙
中小会議長緩め織限 設号室ぬ事事人

炉問いおか泣 〈期〉干主義際仁川、食

費接際臨港公社宮0412-42-2126

空坦)-!f…ゼス域高31

1987. 3. 1 (6) 

長長を5H寺まで。(こt民露fヨo令後ヨうよとf
Eヨ長室81手数

..緩量産皇霊長野‘軽奪い合わせ 課税芸家

⑮場。⑧働
争ブご:11しでフヌJル 主主塁悪要，議足雪之さん

経験/11マI守ったチ4フ 二し

句ぇοfや会"(/)1文書主力、らまi

会ネ議役鐙言受笠{議主主主主!とにお万円夜〉

霊寄付ガJijりまし之さm

+1白まフり渓淡さノヨ とてJ演者 間
〈代表中野災害勢〉嫁怒ら聖士会議?投機

設言葉総務ま誌にと立〉言警iヨガお

りまし没。

やとおそうき色白治会僚から絞殺縫

務淡盗塁審墨金にζ とめそう霊安tさをき

め判て?のi迂益金アぷの轡!S
11ありましノ左。

キF者持頑産害保(子主主奈子ら?孟廷の

主主的iごと375仰の護憲JすときI1緩慢ベ

ッド、主義鈴子())雲空機1}あつましだ。

事務裂が妥僚がら福祉のだのにな

守ヨ五三室震の入:号潜5ワ努燃がお
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